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平成２９年度 壬生町立睦小学校 Ｎｏ.10 ２月１９日

あ ゆ み

２月は、一年で一番短い月です。陰暦では如月（きさらぎ）です。
如月の語源は、寒さのために更に着物を重ねて着るので『衣更着（き
さらぎ）』という説があります。この言葉のように、立春が過ぎたの
に、まだまだ重ね着が必要なくらい厳しい寒さが続いています。そん
な寒さのなか、クラスの花壇ではチューリップやグラジオラス、クロ
ッカスなどがかわいらしく芽を出し始めました。暗く寒い冬から抜け出して、暖かく明
るい春がすぐそこまで来ていること感じさせます。６年生は『卒業』、あと一ヶ月ちょ
っとで小学校を巣立っていきます。そして５年生以下も、それぞれ『進級』が目前とな
り、希望や力が湧いてくるような感じがします。平成２９年度も残り２カ月を切りまし
た。子どもたち一人一人が、この一年間の学習や生活を振り返り、しめくくりにしっか
り取り組めるよう指導をしていきたいと思っています。

２月９日（金）の授業参観並びに学級懇談会には、たくさんの保護者の方にご来校い
ただき、誠にありがとうございました。お子様の一年間の成長の一端をご覧いただけた
ものと思います。普段の授業風景と同じでしたが、保護者の皆様に見ていただくこと、
聞いていただくことが、こんなにも子どもたちの励みになるかと改めて感じました。
また、学年委員さんの選出にもご協力いただきありがとうございました。今年度の委

員の皆様、大変お世話になりました。また、来年度の委員の皆様どうぞよろしくお願い
いたします。

２月１４日（水）になわとび集会を実施しました。子どもたちはこの日のために、ク
ラス全員で協力しながら一生懸命練習してきました。練習を始めた頃はうまく跳べずに、
クラスの中でもめたこともありましたが、いろいろ工夫をしたり、子ども同士で応援し
たりしながら、段々と回数が跳べるようになりました。
競技の結果は、低学年ブロック優勝は２年１組、中学年ブロック優勝は４年２組、高

学年ブロック優勝は６年１組、団体は白組が優勝でした。子どもたちからは、「優勝は
できなかったけどみんなでがんばったね。」とか「今までで一番跳べたよ。良かったね」
など、とても満足そうな声が聞こえました。みんなで仲良く協力しながらクラスが一つ
になった、とても良い活動だったと思います。
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保護者の皆様にもご協力をいただきまして、本年度の学校
評価を行いました。その結果の概要は下記のとおりです。今
回の結果を踏まえ、来年度の更なる改善を目指します。保護
者の皆様にもぜひご協力いただきますようお願いいたします。

【良好であると判断できる項目】

○ 道徳の時間を中心に、すべての教科で命あるものを大切にする心を育てた。
○ 読書する習慣を身につけさせるとともに、感動する心を育てた。
○ 地域の人々との交流活動や体験活動を推進するとともに、地域を愛する心を育
てた。

○ 朝の計算タイムの活用など、基礎的・基本的事項の定着を図った。
○ 指導方法の工夫改善等を図り、個に応じたきめ細かな指導に努めた。
○ 思考力、判断力を向上させるための指導方法の改善に努めた。
○ 外国語活動を充実させ、自国や他国の文化や伝統を尊重する態度を養った。
○ 体育の授業の充実を図った。
○ 学校行事、業間活動、昼休み等を活用して、基礎体力を向上させた。

【良好だが更なる改善が必要な項目】

○ 互いの良さを認め合い、いじめや差別を許さない学級づくりを行った。
※ ９２％近くの児童が「友だちの良さを考えるようになった」と回答していま
すが、１４％ の児童が「いじめがなかったとは思わない」と回答しています。
今後もいじめの問題に組織的に取り組み、未然防止及び早期発見に努めてまい
ります。

○ 『あいさつ』『返事』『靴そろえ』がよくできた。
※ 『あいさつ』に関しては、教職員、保護者とも課題であると感じているよう
です。道徳の時間等を通して『あいさつ』の意味や大切さについて考える場を
設け、地域、家庭と協力しながら指導していきます。

【改善が必要な項目】

○ 学習習慣を身につけさせた。
※ ３４％近い保護者が「学習習慣が身に付いていない」と回答しています。『家
庭学習はりきり週間』等を通して、保護者と連携した学習習慣の定着を目指し
ます。

○ 『早寝・早起き・朝ごはん』運動を推進し、基本的生活習慣の確立を図る。
※ ２５％の児童が実践できていないと回答しています。保護者の皆様との連携
が必要だと考えます。

【学校評議員からの御意見】

○ 『あいさつ』『返事』『靴そろえ』は家庭、地域ぐるみの取組が大切である。
○ かけ込みお宿については確認だけでなく、不審者から自分の身を守る方法を子
どもたちに教えていく必要がある。

○ 基本的な生活習慣の育成、子どもの安心・安全の確保のいずれも家庭との連携
が大切である。保護者に協力を呼びかけ、学校と保護者が協力して子どもの指導
にあたっていただきたい。

今年は、インフルエンザが大流行しています。本校でもインフルエン
ザ、発熱、腹痛、下痢等による欠席や早退の児童が見られます。本校で
は、インフルエンザや風邪、感染症の予防として、手洗い・うがい・換
気等できる限りの予防に努めています。ご家庭でも手洗い・うがいの励
行、人ごみの中でのマスク着用、規則正しい生活と十分な睡眠、栄養補
給を心がけていただければと思います。
また、体調が悪い場合は、早めの受診と治療をお願いいたします。


